
                                                      

 

経
済
を
内
需
主
導
に
転
換
す
べ
き 

  

日
本
経
済
は
昨
年
秋
以
降
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
悪
化
し

て
い
ま
す
。
小
泉
「
構
造
改
革
」
の
モ
デ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

新
自
由
主
義
、「
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
」
の
破
局
で
、
地
球
規
模
で
金

融
・
経
済
の
危
機
が
広
が
り
、
深
刻
の
度
を
増
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
派
遣
切
り
」
で
職
と
住
居
を
失
う
労
働
者
が
急
増
し
、
資
金
繰
り

の
悪
化
や
仕
事
の
減
少
で
、
中
小
企
業
が
苦
し
め
ら
れ
る
な
ど
、

国
民
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
麻
生
政
権
の

09
年
度

予
算
は
、
国
民
の
悲
鳴
に
答
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日

本
経
済
の
脆
弱
さ
の
根
本
に
あ
る
、「
大
企
業
中
心
、
ア
メ
リ
カ
い

い
な
り
」
の
経
済
路
線
に
し
が
み
つ
き
、
そ
の
ツ
ケ
を
消
費
税
増

税
で
、
国
民
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

本
気
で
景
気
後
退
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
経
済
を

外
需
依
存
か
ら
、
内
需
主
導
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国

民
の
購
買
力
を
高
め
、
個
人
消
費
を
暖
め
る
こ
と
が
、
国
政
で
も
、

地
方
政
治
で
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
保
料
一
万
三
千
円
余
、
値
上
げ
は
や
め
る
べ
き 

  

２
０
０
９
年
度
日
立
市
一
般
会
計
予
算
総
額
約
６
０
５
億
円

は
、
前
年
度
比
３
・
９
％
の
伸
び
で
す
。
歳
入
不
足
で
基
金
（
積

立
金
）
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
約

60
億
円
で
前
年
度
比

62
％
増

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
立
港
後
背
地
整
備
事
業
や
日
立
駅
周
辺

地
区
整
備
事
業
な
ど
大
型
開
発
事
業
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
雇
用
の
拡
大
な
ど
地
域
経
済
を
潤
す
公
共

事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
国
民
健
康
保
険
料
を
一

人
平
均
１
３
、
４
６
５
円
、
総
額
４
億
８
千
万
円
値
上
げ
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
基
準
額
を
３
、
３
０
０
円
値
上
げ
し
て
４
１
、
１

０
０
円
に
、
総
額
１
億
６
千
万
円
値
上
げ
し
ま
す
。
値
上
げ
を
知

っ
た
市
民
は
、「
定
額
給
付
金
よ
り
、
値
上
げ
を
し
な
い
で
ほ
し
い
」

と
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

国
保
会
計
の
収
支
不
足
は
、
多
く
の
国
民
、
高
齢
者
が
反
対
し

た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
医
療
改
革
の
影
響
」
で
あ
り
、

国
保
加
入
者
に
転
嫁
す
る
の
で
な
く
、
政
府
に
対
し
声
を
あ
げ
る

こ
と
、
そ
し
て
全
額
一
般
会
計
で
見
る
べ
き
で
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
す
べ
き 

  
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
国
保
な
ど
か
ら
脱
退
さ
せ
て
創
っ
た

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
は
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
国
保
会
計
は

２
０
０
８
年
度
決
算
見
込
み
で
、
国
保
財
政
調
整
基
金
６
億
円
余

と
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
り
入
れ
１
億
６
千
万
円
を
入
れ
て

も
、
収
支
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
こ
の
制
度
の
た

め
に
新
た
に
約

10
億
円
の
市
町
村
負
担
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
政
府
に
対
し
、
こ
の
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
べ

き
で
す
。 

 

日
立
港
後
背
地
整
備
事
業
は
民
間
が
や
る
べ
き 

  

日
立
港
後
背
地
整
備
事
業
用
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
業
は

民
間
が
や
る
べ
き
で
、
税
金
の
投
入
に
反
対
し
ま
す
。
日
立
駅
自
由
通

路
及
び
東
口
交
流
支
援
施
設
新
設
工
事
の
委
託
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
２
億
７
千
万
円
余
の
補
正
増
に
つ
い
て
、
資
材
高
騰
を
裏
付
け
る

資
料
も
な
い
ま
ま
、
契
約
の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

以
上
、
６
０
５
億
円
余
の
予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
大
型
開
発
事
業
が

優
先
さ
れ
、
未
曽
有
の
経
済
危
機
で
苦
し
む
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
と

い
う
点
で
も
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
で
雇
用
や
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

  
 
 

国
保
料
値
上
げ
反
対
陳
情 

 
 
 
 

保
守
、
民
主
、
公
明
が
不
採
択
に 

  

全
日
本
年
金
者
組
合
日
立
支
部
な
ど
が
、
１
、
７
４
０

筆
を
も
っ
て
３
月
市
議
会
に
提
出
し
た
「
国
民
健
康
保

険
料
、
一
人
平
均
１
３
、
４
６
５
円
の
値
上
げ
反
対
」
の

陳
情
は
議
会
最
終
日
、
日
本
共
産
党
の
大
曽
根
議
員
の

賛
成
、
保
守
、
民
主
、
公
明
な
ど
の
反
対
で
不
採
択
に

な
り
ま
し
た
。 

 

３
月
４
日
か
ら

23
日
ま
で
３
月
定
例
市
議
会
が
開
か
れ
、

市
長
の
施
政
方
針
、
会
派
代
表
質
問
や
一
般
質
問
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
約
６
０
５
億
円
の
２
０
０
９
年
度
日
立
市
一

般
会
計
予
算
な
ど

51
件
の
議
案
等
の
審
査
で
は
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
曽
根
議
員
は
２
０
０
９
年
度
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
な
ど
８
件
の
議
案
に
反
対
し
討
論

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

大型開発事業を優先し、市民に負担を押しつける 
２００９年度予算に大曽根議員が反対討論 

３月定例議会報告 

街 頭 で議 会 報 告  

４月２日、大曽根勝正議員は街頭から 
議会報告をおこないました。 

４月号 
2009年4月11日

 
市議会議員 大曽根勝正 
〒319-1222 
日立市久慈町4-7-5
電話 0294(52)1570



                                                      

        

市
長
は 

企
業
に
「雇
用
守
れ
」と
要
請
を 

 

大
曽
根
議
員 

 

09
年
は
東
京
日
比
谷
に
開
設
さ
れ
た
「
年
越
し

派
遣
村
」
で
あ
け
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
、
日

本
を
代
表
す
る
大
企
業
か
ら
、
仕
事
や
住
む
場
所
ま

で
奪
わ
れ
た
人
た
ち
を
、「
こ
の
人
た
ち
を
路
頭
に

迷
わ
せ
る
な
」
と
、
市
民
団
体
、
労
働
組
合
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
支
援
し
ま
し
た
。 

 

日
立
製
作
所
が
１
月
末
、「
来
年
３
月
ま
で
に
、

国
内
外
で
７
千
人
の
人
員
削
減
や
配
置
転
換
を
行

う
」
と
発
表
し
、
市
内
の
雇
用
情
勢
は
一
層
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
日
立
市
内
の
大
企
業
を
含
む
１
３

２
社
に
、
日
立
市
が
お
こ
な
っ
た
、
「
非
正
規
雇
用

者
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
雇
用
調
整

に
つ
い
て
、
３
月
末
で
７
２
０
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
市
内
企
業
に
対
し
、「
雇
用
を
守
る
よ
う
」

要
請
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。 

産
業
経
済
部
長 

 

企
業
に
対
し
、
雇
用
継
続
の
要
請
の
声
が
届
く
よ

う
、
市
長
会
を
通
じ
た
働
き
か
け
を
検
討
し
て
い
ま

す
。 

大
曽
根
議
員 

 

中
小
企
業
は
雇
用
調
整
助
成
金
を
活
用
し
て
、
雇

用
を
守
ろ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
大
企
業
は
内
部

留
保
の
一
部
を
取
り
崩
し
て
も
、
雇
用
を
守
る
よ
う

要
請
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

  

国
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て 

 

大
曽
根
議
員 

 

国
の
第
二
次
補
正
予
算
に
関
し
て
、
「
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」
と
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業

交
付
金
」
に
つ
い
て
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
自
治
体

に
例
示
し
た
、
対
象
分
野
を
み
る
と
、
ト
ッ
プ
が
「
介

護
、
福
祉
分
野
」
で
、
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
な
ど
、

２
番
目
が
「
子
育
て
分
野
」、
３
番
目
が
「
医
療
分

野
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
立
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
調
整
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

産
業
経
済
部
長 

 

両
事
業
と
も
、
離
職
し
た
非
正
規
労
働
者
、
中
高

年
令
者
等
の
失
業
者
に
対
し
、
雇
用
機
会
の
創
出
を

図
る
も
の
で
す
。
「
ふ
る
さ
と
雇
用
」
が
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
内
で
の
、
ご
み
の
分
別
指
導
、
ご
み
の
搬
入
、

市
道
の
環
境
整
備
に
関
す
る
業
務
。
「
緊
急
雇
用
」

は
、
各
種
デ
ー
タ
の
入
力
業
務
、
樹
木
の
維
持
管
理

業
務
、
農
地
の
現
況
調
査
業
務
の
３
事
業
で
す
。
現

在
、
県
と
調
整
を
し
て
い
ま
す
。 

  

国
保
料
、
値
上
げ
す
べ
き
で
な
い 

 
大
曽
根
議
員 

 

市
長
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
な
ど
の
、
医
療
制
度
改

正
の
影
響
に
よ
っ
て
生
じ
る
収
支
不
足
分
を
確
保

す
る
た
め
、
保
険
料
を
改
定
し
て
い
く
」
と
、
値
上

げ
を
言
明
し
ま
し
た
。
急
激
な
景
気
後
退
で
、
市
民

の
く
ら
し
は
深
刻
で
す
。
自
営
業
の
方
は
「
１
月
に

は
い
っ
て
、
仕
事
が
パ
タ
ッ
と
こ
な
く
な
っ
た
」
、

「
い
ま
し
て
い
る
仕
事
は
赤
字
覚
悟
で
す
。
４
月
以

降
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
悲
痛
な
声
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
以
前
に
も
ま
し
て
「
国
保
料
が
高

す
ぎ
る
」
と
い
う
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
滞
納
世
帯

は
現
年
分
、
過
年
度
分
あ
わ
せ
て
約
９
千
世
帯
、
加

入
世
帯
の
３
４
・
６
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
字
は
「
払
い
た
く
て
も
、
払
え
な
い
高
い
保
険
料
」

に
あ
え
ぐ
市
民
の
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。
小
泉
「
構

造
改
革
」
に
よ
る
社
会
保
障
の
連
続
改
悪
で
、
02
年

度
か
ら

08
年
度
ま
で
の
７
年
間
の
国
民
負
担
増

は
、
国
民
一
人
当
た
り

42
万
円
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
こ
の
景
気
後
退
で
す
。
国
保
加
入
者

な
ど
低
所
得
者
は
、
塗
炭
の
苦
し
み
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
来
、
地
方
自
治
体
は
、
国
政
の
ど
ん
な

嵐
が
吹
こ
う
と
も
、
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
こ
と
が

任
務
で
す
。
国
の
医
療
改
革
が
、
国
保
会
計
の
収
支

不
足
を
招
い
て
い
る
の
な
ら
、
国
に
対
し
て
声
を
あ

げ
る
べ
き
で
、
市
民
に
転
嫁
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
平
均
年
額
１
３
、
４
６
５
円
の
値
上
げ
は

止
め
る
べ
き
で
す
。 

保
健
福
祉
部
長 

 

国
民
健
康
保
険
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ

り
、
収
支
不
足
を
保
険
料
で
賄
う
こ
と
が
基
本
で

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
り
入
れ
を
増
額

し
、
値
上
げ
幅
を
圧
縮
し
ま
し
た
。 

大
曽
根
議
員 

 

誰
の
せ
い
で
国
保
が
赤
字
に
な
っ
た
の
か
、
責
任

を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
、
市
民
に
負
担
を
転
嫁
す
る

の
は
不
当
で
す
。 

  

 

大
型
の
開
発
事
業
は 

見
直
す
べ
き 

 

大
曽
根
議
員 

 

新
年
度
予
算
で
投
資
的
経
費
が
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
。
日
立
港
後
背
地
整
備
事
業
は
、
世
界
的
な

経
済
危
機
で
北
米
向
け
輸
出
の
激
減
、
自
動
車
産
業

の
減
産
の
状
況
で
あ
り
、
一
時
凍
結
を
含
む
見
直
し

を
。
日
立
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
景

気
悪
化
で
、
市
民
の
く
ら
し
も
、
中
小
企
業
の
経
営

も
、
商
業
を
め
ぐ
る
状
況
も
深
刻
で
す
。
総
額

60
億

円
を
越
す
こ
の
事
業
が
、
地
域
経
済
を
押
し
上
げ
る

展
望
も
あ
り
ま
せ
ん
。
２
年
経
過
し
た
時
点
で
、
抜

本
的
に
見
直
し
、
縮
減
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。 

副
市
長 

 

日
立
港
後
背
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘

致
を
含
め
た
産
業
立
地
の
用
地
の
確
保
や
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
行
う
必
要

が
あ
る
。
日
立
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
日
立
市
の
玄
関
口
と
し
て
、
重
点
事
業
と
し
て

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
、

投
資
的
施
策
も
大
切
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

大
曽
根
議
員 

 
企
業
誘
致
と
い
う
点
で
、
北
部
工
業
団
地
の
例
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。 

  

〝

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
〟 

日
立
市
応
札
へ 

  

厚
生
年
金
施
設
「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
日
立
」
の
存

続
問
題
で
、
「
市
が
買
い
上
げ
、
運
営
を
継
続
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
地
元
住
民
の
要
望
に
応
え
、
日
立

市
は
応
札
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
年
度
予
算
に
５
千
万
円
の
入
札
保
証
金
と
５

億
円
の
債
務
負
担
行
為
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。 

（
入
札
は
５
月
の
予
定
） 

３月市議会 
大曽根議員 
の一般質問 

ウェルサンピア日立 


